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　北陸新幹線の開業で、日本国内からの観光客も激増した石川県金沢市。ＪＲ金沢駅東口から兼六園に向かう途中に、約８０
店舗の飲食店から形成される「柿木畠（かきのきばたけ）商店街」があり、様々な国の料理を提供する店が営業しています。
　金沢には留学生をはじめとする様々な国籍の方がいます。古い金沢の町並みの中で異国情緒あふれる同商店街では、海
外からの留学生、就業者、出張者や旅行者に向けて、ほとんどの母国料理を楽しむことができる機会を創出しています。５年
ほど前から金沢在住の海外の方々のために、「食」だけでなく生活全体をサポートしようという動きを同商店街振興会にて
始めました。各店舗のお客様を中心に祭りや地域行事への参加を積極的に呼びかけ、独自のネットワークを構築し、そのネッ
トワークを通じて多くの海外の方々からサポートやアドバイスを得られるようになりました。その成果として各店舗におけ
る「メニューや案内に関する多言語表示化」がなされました。
　多言語表示を進める中でも「ムスリム対応」は大きな課題でした。その課題を解決するため同商店街では、金沢在住の外
国人留学生、金沢大学、金沢生協などの協力体制を構築し、「ムスリム対応」の基本から学習しました。またすでにムスリム対
応メニューを提供している東京大学の学食や東京生協、ハラル対応食材を販売している小売店などを視察し、定期的な勉
強会を開催しました。
　前述のような経緯を経て、同商店街では「外国人にやさしい商店街　柿木畠」というムスリム対応の案内冊子を作成する
までに至りました。

取り組みの成果
　現在では同商店街振興会のホームページは「日・英・中（２種）・韓・インドネシア」の言語表示になっております（※2015年
10月時点）。前述のネットワークを構成する外国人、またその家族、知人、友人はＳＮＳなどの発信チャネルを使い、国内外に
その情報を発信しております。金沢を訪問予定の外国人にとって有用な情報提供となり、情報発信において他地域との差別
化が図れています。
　また先に紹介した「外国人にやさしい商店街　柿木畠」にはムスリムの方々が安心して食事を楽しめる情報が英語、日本
語、写真で掲載されており、多くのムスリムの方々が同商店街を訪れます。２０１４年には金沢で開催された大型国際会議の
際、インドネシアから参加された市長も、金沢在住の留学生の情報提供により非公式に同商店街を訪れ、大変満足されてご
帰国されました。
　現在４店舗（ムスリム対応メニュー提供2店舗、ムスリム対応弁当などの仕出し提供2店舗）において「ムスリム対応」を行っ
ており、今後このような店舗は増加の見込みです。（※2015年10月時点）

金沢・柿木畠商店街の取り組み
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多言語に対応したパンフレット

今後の課題
　同商店街のすべての店舗で外国人対応、ムスリム対応が行き届いているわけではありません。やはり、各店舗に温度差が
あるようです。外国人対応やムスリム対応をすることで、従来のお客様への対応に影響が出てしまうことを好ましく思って
いない経営者もいらっしゃいます。食材の仕入れ対応一つとっても、従来とは別ルートが必要になりますし、経費的にも作業
的にも対応が困難になってきます。金沢には古くからの店舗が多いため、従来の方法を変更しづらいことも一つの要因とし
てあります。
　現在より多くの商店街の方々に外国人対応、ムスリム対応を行っていただけるために、同商店街への新規出店の際には、
開店当初から外国人・ムスリム対応可能になる様々なサポートに取り組んでおります。

会話文シート作成（出典：北國新聞 平成25年1月28日掲載）

柿木畠商店街 ホームページ
http://www.kakinokibatake.com/en/index.php☞
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　ホテル日航熊本では、年々増加する訪日外国人観光客
に向け、関連セミナーの実施、研修参加による社員教育等
を積極的に行っています。また、2015年6月にはホーム
ページをリニューアルし、「日・英・中・韓」の４か国語対応
としました。また、英語、中国語が話せるスタッフに加え、
韓国人スタッフも配置しました。
　2013年に同ホテルで開催された「世界水銀条約外交会
議」において、世界各国からの要人や宗教的な対応を行い
ましたが、その中で「ムスリム」への対応がありました。
　同ホテルでは、このムスリム対応持続性のある対応にす
るべく、独特な生活習慣があるムスリムへの対応サービ
スを構築しました。イスラム教の生活規範に則ったサービ
ス体制を整えました。
具体的には・・・
①客室にメッカの方角を示す「キブラシール」を設置。
②礼拝用マット、礼拝衣装（女性用）の貸し出し
③ホテル内レストランにおけるムスリム対応メニューの
提供があげられます。（事前予約）

取り組み成果
　同ホテルは、ムスリムをはじめ、訪日外国人観光客の対
応策に積極的に取り組み、現在では国際会議のシンポジ
ウムなどの開催誘致や、開催会場としての営業活動を
行っています。
　また、国のインバウンド戦略やアジア圏のビザ緩和に
より、増加の傾向をたどる訪日外国人観光客への対応を
今後も強化していく方針を固めています。

ホテル日航熊本の取り組み

礼拝用マット

ムスリム対応メニュー

ホテル日航熊本

今後の課題
　今後は、今以上に外国人対応やムスリム対応のサービ
ス体制向上が必要となります。現在、熊本市が市全体で
の受け入れ体制の構築を進めており、熊本市観光課・シ
ティプロモーション課も積極的に展開しています。また、
ホテルとしては社員教育はもちろん、経験やノウハウの蓄
積も必要不可欠になります。訪日外国人関連情報の更新
や収集作業も行い、さまざまな場面での対応策を持って
おくことが大切と考えます。
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ムスリムフレンドリーランチ

京懐石 美濃吉

京懐石 美濃吉の取り組み

　ムスリムに対応したメニューを「ムスリムフレンドリー
ランチ」として、来店されたお客様には対応条件を説明し
ご理解いただいてからご提供することを心がけていま
す。現在では店全体の売上に貢献しています。以前は予
約のみの対応でしたが店およびスタッフ対応の体制も整
い、今では予約無しのお客様にも状況により対応できる
ようになりました。
　店内の取組としては、客席/座席・厨房の分離はしてい
ませんが、まな板・包丁・仕入（ハラル食材）は別にし、お皿
などの洗浄も分離しています。

取り組み成果
　最近の状況は当店を利用されるムスリムの方は個人型
が増えています。旅行会社からの予約だけでなく、個人の
旅行者にも対応し、日本食を楽しんでいただていると
思っております。また、他店でも広がりをみせ、先日もマ
レーシア国営テレビより心斎橋店でレポート取材があり
ました。美濃吉としてムスリム様の受け入れがどの店舗で
も出来るようになってきています。



ハラル御膳（割烹やま）対応宅配弁当

牛肉炒め弁当（セントラル ケータリング＆弁当）

ナシゴレンセット弁当（マレーチャン1）
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　2年ほど前に試験的運用も含めイスラムの戒律にのっとった「ハラール」対応、または「ムスリムフレンドリー」のお弁当専門
の宅配サービス案内サイトポータルサイトを『HALAL DELI』をオープンし、近年急増している訪日ムスリム観光客や、中東・
ASEANからのムスリムビジネスマン、また各種国際イベント・スポーツ大会等様々なシーンにてご利用いただいています。
　現在、提供・出店店舗は6店舗で、宅配地域は東京・神奈川・埼玉・名古屋・大阪・京都・奈良をカバーしており、加熱タイプの
冷凍弁当は全国各地に宅配しています。今後、提供・出店店舗を拡大し宅配地域を広げていき、全国対応にしていく計画で
す。ポータルサイトでの告知・広報展開はwebマーケティングを主力とし大きな成果を上げています。弁当の宅配だけでな
く、ムスリム関係者を含むパーティー・レセプションでのムスリムにも対応したブッフェメニューの企画・提案・提供を行ってい
ます。ホテル等ではメニューが限定されますが、宅配では多種なメニューをご提供できるのが利点です。現在は、競合の少な
いマーケットでもあり、申し込み・取扱量は倍増しています。申込の多くは日本企業等のご担当者様からムスリム関係者の訪
日の際の問い合わせにより、今後拡大が見込まれるものと考えています。

株式会社フランリンクスの取り組み

HALAL DELI　ホームページ
URL：http://halal-deli.com☞



店舗外観

豚肉の代わりに「テンペ」を餡に使った餃子
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　栃木県佐野市佐野駅より徒歩3分。昭和23年創業の歴
史ある佐野ラーメンの店「日光軒」は、イスラムの方式に則
り、と畜した牛で出汁を取ったラーメン、豚肉の代わりにイ
ンドネシアの大豆発酵食品「テンペ」を餡に使った餃子を
提供しています。特にハラル認証は取得しておりません
が、地元在住のムスリムのお客様との信頼関係を構築し、
ムスリム観光客の来店にもつなげています。
　当初は、地元に住むムスリムの食べられるものを増やそ
うと取り組みましたが、在住の地元以外のムスリムにも口
コミやSNS経由で広まり、立ち寄るのではなく、ここに来
るのを目的として訪れるムスリムが増加しています。

日光軒の取り組み

ハラル処理をした特上カルビ

ハラルメニュー専用焼き網や皿、箸など

　「炭やき屋」がある西麻布界隈は大使館なども多く、世
界各国からお客様がお越しになるので、イスラム圏の方々
にも安心して焼き肉を召し上がっていただけるようハラル
焼肉コースをメニューに加えています。メニュー表の最初
のページに、店のハラル状態を守るための取組みを日英2
言語で説明し、同様の内容はウェブサイトでも掲載してい
ます。
　焼き網や皿、箸などもハラルメニュー専用のものを用意
しています。取組みが早かった事もあり、ハラル肉が食べ
られる対応がきちんとしている焼肉屋として定着してい
ます。大使館や高級外資系ホテルも近いので、情報を聞い
てわざわざ食べに行く外国人旅行客もいます。

炭やき屋の取り組み
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コラム③ SNSなどを活用した
情報拡散による集客促進効果
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　訪日外国人観光客は自身のブログやSNSなどで、タイムリーに自分の行動や居場所をアップします。食べた場所、食べた
もの、お店の雰囲気、スタッフの動きなどを携帯で撮影して公開するのが一般的です。
　このスマートフォンやネットでの口コミは、訪日外国人観光客のネット上での知人・友人に伝わる効果があります。本書36
ページでも前述しましたが、お金をかけたメディアでのPRよりも、個人の発信力が強い影響力を与える場合があります。
来店した訪日外国人観光客が自ら、広告宣伝してくれると思えば、こんなにありがたいことはありません。
　では訪日外国人観光客が発信したくなる飲食店になるには、どのような対策を講じればいいのでしょうか？ 肌で感じる
「その場にしかない日本ならではの文化」というのは集客要素の一つです。さらに日本の生活習慣、食文化を実際に体験す
るイベントなども効果的です。訪日外国人観光客が自慢したくなるような「日本でしか体験できない、その場でしか味わえ
ない」ことを検討していきましょう。写真撮影に積極的に応じる、お店ならではエキゾチックなメニュー、サプライズプレゼ
ントなども含むファミリーで楽しめるコンテンツを増やすなど、アイデア次第で大きな訪日外国人観光客の獲得を見込む
ことが可能です。



〈
第
1
章
〉 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
と
は

〈
第
2
章
〉 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応 

実
践
編

〈
第
3
章
〉 

付
　
録

39

　今や、ブログやSNSへのアップは当たり前のこと。その
日行った場所や体験したこと、食べた料理などをその場
で撮って、多くの人がブログやSNSに積極的にアップして
います。そして、それを見た友人やフォロワーが、興味を持
つと「いいね」を押したり、感想を書き込んだりし、さらに、
その情報がリツイートや口コミで拡散されることで、絶好
の宣伝ツールにもなるのです。これは、お店やメディア発
信の情報とは違い、体験した個人のタイムリーな情報だけ
に、「楽しい」「おいしい」「おもしろい」などの感想が、より
リアルに、よりダイレクトに見た人に伝わるからです。
　見た人の記憶に残るだけでなく、これから日本を訪れよ
うと思っている人が参考にすることもあるので、直接集客
につながる場合も多いのです。
　しかし、どんな写真でもいいというわけではありませ
ん。例えば、例❶のようによくあるブドウの写真には、「い
いね」の数も少なく、ほとんど反応がありません。それに対
して、例❷のほっけ定食の日本らしい料理や例❸のいく
らの軍艦巻きは普通の軍艦巻きよりも、いくらの量が溢
れるくらいの量でインパクト大きい、例❹のオムライスの
ようなユニークな料理の写真には、「いいね」の数も増える
など、反応が多くみんなが興味を示していることがわかり
ます。
　外国人観光客の楽しい思い出だけでなく、お店のPRに
もつながるブログやSNSへの投稿だけに、そんな点も意
識しながら新メニューや盛り付け、さらにお店の雰囲気づ
くりやサービスを考えてみてはいかがでしょうか？
　ほかに、積極的にお客様に「写真をお撮りしましょう
か？」声をかけ、料理を食べるお客様やお店での写真を
撮ってさしあげるのも、コミュニケーションを深める工夫
として有効ですし、料理だけでなく、楽しそうなお客様自
身の表情やお店の雰囲気も伝わり、よりよい印象づけに
なるのではないでしょうか。

SNSでの具体的活用例 2

❶

❷

❸

❹



●あいまいなメニュー料金表記は分かりづらい
　寿司店の場合、1貫表記で皿には2貫入っていることもあります。「1貫100円」と表記
しつつオーダーが2貫であれば、最初から「2貫200円」と表記することが必要です。
　2貫ずつ提供するのであれば、「１貫100円　×」、「2貫200円　○」となります。
同様に鍋物の場合も、「1人前1000円（オーダーは2名から）」ではなく、「鍋2000円（2名
分）追加は1人につき1000円」、というように紛らわしい表記は避けましょう。
　また、「入場無料（ドリンク別）」であれば「入場1000円（ドリンク1杯付）」と明確にしま
しょう。
　あいまいな、分かりづらい表示は訪日外国人観光客には好まれません。

●通信環境インフラ整備の重要性
　訪日外国人観光客にとってWi-fi などの無料公衆無線LANへのニーズが非常に高い
といえます。外国人観光客の訪日時の情報収集は、スマートフォンやPCによる検索が多
く、瞬時に飲食店情報をSNSやFacebookなどで発信するため、無線環境が整ってい
るか否かで、満足度の違いが出てきます。
　また事前に検索した、飲食店の情報を再度、閲覧して来店する訪日外国人観光客が多
いため、無料公衆無線LANは必要不可欠といえるでしょう。

●自動券売機（食券）の使い方、セルフサービスのシステムが分からない
　ラーメンやうどん、牛丼などは日本のファストフードとして訪日外国人観光客にも人
気があります。しかしながら、訪日外国人観光客には自動券売機（以下券売機）の使い方
が分かりづらいようです。券売機のメニュー表示が日本語なのであれば、簡単な外国語
マニュアルを用意する、もしくはメニューを説明できるようにスタッフを教育するなど
で、訪日外国人観光客が安心して利用できる環境をつくる事が必要になります。
　店内に各国の言葉で「当店は食券制です。事前に券売機で食券を購入し、所定の金額
をお支払いください。食券と交換でお料理をお持ちいたします」などと表示しましょう。
　またセルフサービスシステムについても馴染みがない訪日外国人観光客が多く、「カ
ウンターのお料理から、お好きなものをお選びください」「食後は、ご自分で食器を食器
返却口へ､お運びください」「食後の食器はそのままテーブルに置いてください。スタッ
フが片付けます」などを表示しましょう。来店時の戸惑いを軽減するためにも、お店の
注文・会計システム等を理解していただくことが必要です。

コラム④

〈第1章〉 インバウンド対応とは
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